
平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第�Ÿ号)官 報

６

法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
資
格
外
活
動
許
可
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
別
記
第
二
十
九
号
の

三
様
式
に
よ
る
資
格
外
活
動
許
可
取
消
通
知
書
に
よ
り
そ
の
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
者
が
所
持
す
る
資
格

外
活
動
許
可
書
を
返
納
さ
せ
、
又
は
そ
の
者
が
所
持
す
る
旅
券
に
記
載
さ
れ
た
資
格
外
活
動
の
許
可
の
証
印
を
ま
つ

消
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

留
学
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
で
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
（
第
四
学
年
、
第
五
学
年
及
び
専
攻
科

に
限
る
。）に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
も
の
が
当
該
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
と
の
契
約
に
基
づ
い
て
行
う
教
育
又

は
研
究
を
補
助
す
る
活
動
に
対
す
る
報
酬

第
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
別
記
第
二
十
九
号
の
三
様
式
」
を
「
別
記
第
二
十
九
号
の
四
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
資
格
外
活
動
許
可
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
資
格
外
活
動
許
可
書
」

を
「
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
資
格
外
活
動
許
可
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
資
格
外
活

動
許
可
書
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
別
記
第
二
十
九
号
の
四
様
式
」
を
「
別
記
第
二
十
九
号
の
五
様
式
」
に
改
め

る
。第

五
十
六
条
第
三
項
中
、「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
技
能
実
習
の
在
留
資
格
（
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
指
定
す
る
と
き
は
、
本
邦
の
公
私
の
機
関
を
記
載
し

た
別
記
第
三
十
一
号
の
三
様
式
に
よ
り
指
定
書
を
交
付
し
」
を
加
え
る
。

第
五
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
法
第
六
十
一
条
の
二
の
四
第
二
項
」
の
次
に「（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
三
月
」
を
「
六
月
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
の
二
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
入
国
者
収
容
所
等
視
察
委
員
会
の
置
か
れ
る
入
国
管
理
官
署
等
）

第
五
十
九
条
の
三

入
国
者
収
容
所
等
視
察
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）の
名
称
、
法
第
六
十
一
条
の
七
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
入
国
管
理
官
署
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
六
十
一
条
の
七
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
担
当

区
域
内
に
あ
る
入
国
者
収
容
所
及
び
収
容
場
（
以
下
「
入
国
者
収
容
所
等
」
と
い
う
。）並
び
に
出
国
待
機
施
設
は
、

別
表
第
六
の
と
お
り
と
す
る
。

（
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
）

第
五
十
九
条
の
四

委
員
会
に
委
員
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
つ
て
こ
れ
を
定
め
る
。

２

委
員
長
は
、
委
員
会
の
会
務
を
総
理
す
る
。

３

委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
委
員
長
の
指
名
す
る
委
員
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

４

委
員
会
の
会
議
は
、
委
員
長
が
招
集
す
る
。

５

委
員
会
は
、
委
員
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

６

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
議
事
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
会
が
定
め
る
。

７

委
員
会
の
庶
務
は
、
そ
の
置
か
れ
る
入
国
管
理
官
署
の
総
務
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
三
十
三
号

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の

財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
十
九
号
）
第
一
条

第
三
項
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
企
業
会
計
の
基
準
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め

ら
れ
る
企
業
会
計
の
基
準
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
五
条
中
「
附
則
第
七
条
第
一
号
」
を
「
附
則
第
六
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
三
十
四
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

無
線
局
免
許
手
続
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
号
の
二
第
１
の
注
５
a
中
「1

3
a

」
を
「1

4
a

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
上
陸
の
拒
否
の
特
例
）

第
四
条
の
二

法
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

外
国
人
に
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
再
入
国
の
許
可
を
与
え
た
場
合
又
は
法
第
六
十
一
条
の
二
の

十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
難
民
旅
行
証
明
書
を
交
付
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
外
国
人
が
在
留
資
格
を
も
つ

て
在
留
し
て
い
る
場
合

二

外
国
人
に
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
証
明
書
を
交
付
し
た
場
合
又
は
外
国
人
が
旅
券
に
日
本
国
領

事
官
等
の
査
証
（
法
務
大
臣
と
の
協
議
を
経
た
も
の
に
限
る
。）を
受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
法
第
五
条
第
一
項
第

四
号
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第
九
号
又
は
第
九
号
の
二
に
該
当
す
る
特
定
の
事
由
（
以
下「
特
定
事
由
」と
い
う
。）

に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
て
か
ら
相
当
の
期
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
法
務
大

臣
（
法
第
六
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
権
限
の
委
任
を
受
け
た
地
方
入
国
管
理

局
長
を
含
む
。）が
認
め
る
場
合

２

法
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
外
国
人
に
つ
い
て
特
定
事
由
の
み
に
よ
つ
て
は
上
陸
を
拒
否
し
な
い
こ
と
と
し
た

と
き
は
、
当
該
外
国
人
に
別
記
第
一
号
様
式
に
よ
る
通
知
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

法
第
十
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
収
容
令
書
の
様
式
は
、
別
記
第
十
六
号
の
二
様
式
に
よ
る
。

第
十
九
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
を
付
し
て
新
た
に
許
可
す
る
活
動
の
内
容
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

一
週
に
つ
い
て
二
十
八
時
間
以
内
（
留
学
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
在
籍
す
る
教
育

機
関
が
学
則
で
定
め
る
長
期
休
業
期
間
に
あ
る
と
き
は
、
一
日
に
つ
い
て
八
時
間
以
内
）
の
収
入
を
伴
う
事
業
を

運
営
す
る
活
動
又
は
報
酬
を
受
け
る
活
動
（
風
俗
営
業
若
し
く
は
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
が
営
ま
れ
て
い
る
営

業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
又
は
無
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
、
映
像
送
信
型
性
風
俗
特
殊
営
業
、
店
舗
型
電
話
異

性
紹
介
営
業
若
し
く
は
無
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
に
従
事
す
る
も
の
を
除
き
、
留
学
の
在
留
資
格
を
も
つ
て

在
留
す
る
者
に
つ
い
て
は
教
育
機
関
に
在
籍
し
て
い
る
間
に
行
う
も
の
に
限
る
。）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
方
入
国
管
理
局
長
が
、
資
格
外
活
動
の
許
可
に
係
る
活
動
を
行
う
本
邦
の
公

私
の
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地
、
業
務
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
定
め
て
個
々
に
指
定
す
る
活
動
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